
（
上

村
委

員
作

成
依

頼
資

料
）

Ｒ
３

Ｒ
５

Ｒ
１

０
Ｒ

１
５

Ｒ
２

０
Ｒ

２
５

Ｒ
３

０

中
長

期
展

望
に

立
っ

た
今

後
の

改
革
の
進
め
方

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

主
な

改
革

①

将
来

の
担

い
手
・

支
え

手
を

増
や

し
，
ま

ち
の

活
性

化
や

税
収
増

加
に

つ
な

げ
る

重
点
施

策

②
人

口
減

少
や

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
を
見

据
え

た
施

策
の

転
換

重
点

項
目

子
育

て
世

代
，

若
年

層
が

住
み

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

京
都

の
強

み
を

活
か

し
た

魅
力

の
あ

る
強

い
経

済
の

再
生

と
構

築
・

新
た

な
用

地
・

空
間

の
創

出
・

景
観

と
強

い
経

済
の

両
立

担
い

手
・

支
え

手
確

保
の

ウ
ィ

ン
グ

を
広

げ
る

取
組

・
学

生
の

市
内

企
業

へ
の

就
職

促
進

・
高

齢
者

が
元

気
に

活
躍

で
き

る
ま

ち
　

づ
く

り

今
後

の
老

朽
化

対
策

費
の

増
加

を
見

据
え

た
公

共
施

設
等

の
必

要
性

の
精

査
と

保
有

総
量

の
圧

縮
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

等
に

的
確

に
対

応
す

る
た

め
の

施
策

の
転

換
・

高
齢

化
の

進
展

等
に

伴
い

経
費

が
自

　
然

増
す

る
施

策
の

あ
り

方
・

時
代

に
見

合
っ

た
自

助
・

共
助

・
公

　
助

の
役

割
分

担
行

政
の

デ
ジ

タ
ル

化
の

推
進

に
よ

る
市

民
の

利
便

性
の

向
上

と
事

務
の

効
率

化

③

財
政

構
造

(
収

支
バ

ラ
ン

ス
)
の

改
善

の
た

め
の

財
源

の
確

保
，

財
源

の
再

配
分

保
有

資
産

の
徹

底
的

な
活

用
受

益
者

負
担

の
適

正
化

高
い

施
策

水
準

や
京

都
の

強
み

を
持

続
す

る
た

め
の

新
税

・
超

過
課

税
等

の
課

税
自

主
権

の
積

極
的

な
活

用
地

方
交

付
税

の
必

要
額

の
確

保
国

や
他

都
市

の
水

準
を

上
回

る
施

策
の

点
検

・
見

直
し

民
間

活
力

の
最

大
限

の
活

用
と

効
率

的
な

執
行

体
制

の
確

立
投

資
事

業
の

徹
底

的
な

選
択

と
集

中
交

付
税

措
置

の
な

い
市

債
の

管
理

に
よ

る
将

来
負

担
の

圧
縮

効
果

の
発

現
に

時
間

が
か

か
る

た
め

，
長

期
的

な
視

点
で

税
収

増
加

等
に

効
果

的
に

つ
な

が
る

施
策

を
推
進

資
料

３

人
口

減
少

，
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
，

デ
ジ

タ
ル

化
の

推
進

な
ど
，

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
を

見
据

え
た

，
よ

り
効

果
的

な
施

策
へ

の
転

換
は

，
間

断
な

く
進

め
る

必
要

が
あ
る

今
後

，
数

年
の

う
ち

に
財

政
再

生
団

体
と

な
る

お
そ

れ
が

あ
る

た
め

，
中
長

期
的

に
は

歳
入

増
加

の
取

組
む

必
要

が
あ

る
が

，
当

面
は

，
特

に
改

革
効
果

が
す

ぐ
に

発
現

す
る

歳
出

改
革

を
中

心
に

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ
る
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